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研究成果の概要（和文）：双極性障害寛解期において、主観的認知機能と客観的認知機能が関連することが確認
された。その後、興味深いことに、主観的認知機能のほうが客観的認知機能よりも社会機能との関連が強いこと
が明らかとなった。また、事象関連電位を用いた研究では、主観的認知機能よりも客観的認知機能のほうがP300
平均振幅との関連が強いことが示された。

研究成果の概要（英文）：It was confirmed that subjective cognitive function and objective cognitive 
function are related during the remission phase of bipolar disorder. Interestingly, it subsequently 
became clear that subjective cognitive function was more closely related to social functioning than 
objective cognitive function. Furthermore, studies using event-related potentials have shown that 
objective cognitive function has a stronger relationship with P300 average amplitude than subjective
 cognitive function.

研究分野：双極性障害における認知機能障害

キーワード： 双極性障害　認知機能

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、症状寛解期における認知機能障害は、社会機能の障害との関連が注目されており、双極性障害の治療ター
ゲットとして認知機能障害を捉えることが重要と考えられるようになってきた。現在、認知機能障害は、双極性
障害患者の機能回復と生活の質を向上させるための新しい治療標的となっている。
本研究は、双極性障害寛解期における認知機能障害をターゲットとした治療法開発に寄与する可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
双極性障害は、「躁」あるいは「うつ」といった、気分の波がみられるのが特徴である。気分
の波が安定した時期は「寛解期」といわれ、この状態を維持することが重要と考えられてきた。
しかし近年、寛解期に至っても日常生活が十分におこなえない患者が多く存在することがわか
ってきた。その大きな理由として、記憶力、注意力などの認知機能障害があげられる。認知機能
障害には、神経心理学的検査をおこない判定する「客観的認知機能障害」と、患者がみずから評
価する「主観的認知機能障害」に分けられる。双極性障害では、「客観的認知機能障害」に関す
る報告が多く、「主観的認知機能障害」に関する報告は極めて乏しい。「主観的認知機能障害」は、
患者の Quality of life (QOL)と関連が強いことが知られている。「寛解期」に「主観的認知機能」
を評価することは、患者の QOLを改善するための治療計画を立てる上で重要である。したがっ
て本研究では、寛解期における客観的および主観的認知機能を評価し、QOLとの関係を検討す
ることとした。 
 
２．研究の目的 
本研究では、双極性障害症状寛解期における認知機能障害と事象関連電位、病識、社会機能と
の関連についての横断研究を行い、認知機能障害と関連する因子について、探索的検討を行うこ
とを目的とした。 
  
 
３．研究の方法 
 北海道大学病院精神神経科において研究を行った。医師、看護師、心理士、検査技師らと協力
の上、質問紙の配布、認知機能検査（北海道大学バッテリー）および事象関連電位の測定等を行
う。事象関連電位の測定に必要な設備として、Neurofax 1100 digital EEG (Nihon Kohden Corp., 
Tokyo, Japan)を保有している。 
 北海道大学バッテリーは、Japanese Adult Reading Test 25 (JART25)（知能を評価）、Wisconsin 
Card Sorting Test (WCST)（実行機能を評価）、Continuous Performance Test (CPT)（注意の把
持および運動速度を評価）、Word Fluency Test (WFT)（言語流暢性を評価）、Stroop Test (ST)
（反応抑制および選択的注意機能を評価）、Trail Making Test (TMT)（処理速度および実行機能
を評価）、Auditory Verbal Learning Test (AVLT)（言語記憶を評価）から構成されており、す
べてを施行すると通常 60 分から 90 分を要する。 
 本研究のすべての担当者は、「ヘルシンキ宣言（2013 年 10 月修正）」および「臨床研究に関す
る倫理指針（平成 20 年 7月 31 日改正、以下臨床研究倫理指針）」を遵守して実施する。 
研究実施に係る試料等を取扱う際は、被験者の個人情報とは無関係の番号を付して管理し、被験
者の秘密保護に十分配慮する。研究の結果を公表する際は、被験者を特定できる情報を含まない
ようにする。また、研究の目的以外に、研究で得られた被験者の試料等を使用しない。本研究は、
すでに北海道大学病院自主臨床研究倫理委員会の承認を得ている。 
 
４．研究成果 
 本研究により、双極性障害寛解期において、主観的認知機能と客観的認知機能が関連すること
が確認された。その後、興味深いことに、主観的認知機能のほうが客観的認知機能よりも社会機
能との関連が強いことが明らかとなった。また、事象関連電位を用いた研究では、主観的認知機
能よりも客観的認知機能のほうが P300 平均振幅との関連が強いことが示された。 
 近年、症状寛解期における認知機能障害は、社会機能の障害との関連が注目されており、双極
性障害の治療ターゲットとして認知機能障害を捉えることが重要と考えられるようになってき
た。現在、認知機能障害は、双極性障害患者の機能回復と生活の質を向上させるための新しい治
療標的となっている。本研究は、双極性障害寛解期における認知機能障害をターゲットとした治
療法開発に寄与する可能性がある。 
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